
  

  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

                                       

   

 

                                        

  
 

 
 

                                             

                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                        

誓
い
の
言
葉 

第
七
十
四
回
卒
業
生 

同
窓
会
学
年
代
表 

三
年
五
組 

石
黒 

天
悠 

 

私
た
ち
第
七
十
四
回
卒
業
生
は
こ
の
伝
統
あ
る
南
部
中
学
校

同
窓
会
に
入
会
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
中
学
校
生

活
を
通
し
て
、
私
た
ち
は
仲
間
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ク
ラ
ス
や
学
年
全
体
で
一
致
団
結

し
た
様
々
な
行
事
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
や
思
い
や
り
の
あ

る
何
気
な
い
こ
と
か
ら
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
仲
間
と
共
に

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
こ
の
三
年

間
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。 

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
け
て
旅
立
ち
ま
す
。
そ
こ

に
何
が
待
っ
て
い
て
も
、
自
分
自
身
の
努
力
と
仲
間
と
の
思
い

出
を
心
の
支
え
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

母
校
の
伝
統
と
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
社
会
へ
と
す
す
ん
で
い

き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
南
部
中
学
校
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

に
自
覚
と
誇
り
を
も
ち
、
母
校
の
発
展
と
繁
栄
に
力
を
注
い
で

い
く
こ
と
を
約
束
し
、
誓
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 

 

希
望
の
未
来
を
つ
く
る
人
に 

 
      

第
七
十
四
回
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
一
年

で
し
た
が
、
修
学
旅
行
で
の
最
高
の
協
力
と
感
謝
の
行
動
、
体
育
祭
で
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
凛
と
し
た
ダ
ン
ス
、
特
別
な
思
い
を
込
め
て
歌
い
切
っ
た
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
、
困
難
を
乗
り
越
え
、
た
い
へ
ん
立
派
な
姿
を
見
せ
て
く
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
、
同
窓
会
を
代
表
し
て
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
昭
和
の
時
代
を
知
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
二
十
世
紀
の
空

気
に
も
ふ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
二
十
一
世
紀
だ
け
を
生
き
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
が
子
ど
も
の
頃
、
二
十
一
世
紀
は
「
未
来
の
世
紀
」
で
し
た
。
人
類
は
月
や

火
星
に
宇
宙
旅
行
を
し
て
、
自
動
車
は
空
を
飛
び
回
り
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
仲

良
く
暮
ら
し
て
い
る
。
誰
も
が
そ
ん
な
二
十
一
世
紀
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
は
、
宇
宙
旅
行
は
夢
の
世
界
、
自
動
車
は
未
だ
に
黒
い
タ
イ
ヤ
で

地
面
を
走
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
の
は
ア
ニ
メ
の
主
人
公
く
ら
い

で
す
。 

二
十
一
世
紀
に
入
る
と
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
大
地
震
が
勃
発
し
、

ま
た
、
洪
水
や
自
然
火
災
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
繁
に
起
こ
り
、
そ
し
て
、
現

在
、
未
だ
収
束
の
つ
か
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
は
じ
め
、
深
刻
化

す
る
社
会
の
分
断
、
世
界
各
地
で
起
こ
る
紛
争
、
今
や
、
二
十
一
世
紀
に
未
来

を
描
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
未
来
は
「
希
望
」
で
し
ょ
う
か
「
絶

望
」
で
し
ょ
う
か
。 

そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、「
な
ん
て
未
来
は
恐
ろ
し
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
未
来
に
は
、
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
未
来
は
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
こ
ろ
で
す
。
二
十
一
世
紀
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
の
手

で
、
二
十
一
世
紀
の
希
望
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
の
で
す
。
歴
史
を
振
り
返

っ
て
み
れ
ば
、
い
つ
の
時
代
に
も
、
ど
こ
に
で
も
「
未
来
を
つ
く
る
人
」
が
い

ま
し
た
。
古
い
扉
を
こ
じ
開
け
、
時
代
を
少
し
だ
け
進
め
る
人
が
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
困
難
な
状
況
の
中
、
前
を
向
い
て
挑
戦
し
、
南
部
中
学
校
の

新
し
い
歴
史
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
自
分
の
可
能
性
を

信
じ
て
、
前
を
向
い
て
挑
戦
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、
希
望
の
未
来
が
や

っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
同
窓
会
員
一
同
、
応
援
し
て
い
ま
す
。 

 
 

令
和
三
年
度
役
員
・
常
任
委
員
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 

役 

員 
 

会  

長 

長
田
阿
騎
弘
（
四
十
六
回
生 

新
任
） 

 
 

副
会
長  

伊
藤 

充
洋
（
四
十
七
回
生 

新
任
） 

 

 
  

 

副
会
長  

篠
原
か
ほ
る
（
三
十
一
回
生 

新
任
）  

 

 

書  

記 

伊
東 

利
典
（
四
十
七
回
生 

新
任
）  

書 

記 

西
浦 

友
見
（
四
十
二
回
生 

留
任
） 

 

会  

計  

羽
田
野
普
仁
（
四
十
六
回
生 

留
任
）  

 
  

 

会  

計  

外
山
み
ち
代
（
三
十
三
回
生 

留
任
） 

 
 
 

  

常 

任 

委 

員
（
任
期
：
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
） 

 
 

  

委
員
長 

山
本 

一
之 

 
 

委  

員 

山
内 

妙
子 

委  

員 

鈴
木 

義
章 

 
 

委  

員 

髙
柳 

淳
子 

委  

員 

原 
 

嘉
孝 

 
 

委  

員  

藤
井 

邦
夫 

 

委  

員 

大
木 

健       

委  

員 

髙
橋 

希
依
子 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

会 計 報 告（令和元年度） 

＜収入の部＞ 

・繰越金          １,４２７,８０４円 

・新入会員会費         ,１６２,４００円 

・雑収入（利息）            １２円  

合計           １,５９０,２１６円 

 

＜支出の部＞ 

・通信費            ３０，１９０円 

・南十字星印刷費        １０，７８０円 

・南中へ寄贈（ＣＤデッキ）   ８８，６０５円 

・会議費             ５，８３５円 

・印刷用カートリッジ      ８０，１００円 

・印刷用インク         ６１，３０８円 

・紙代            １５，１２０円  

 合計                    ２９１，９３８円 

 

（差引残高  １，２９８，２７８円） 

         同窓会会計   羽田野 普仁 

令
和
三
年
一
月
十
四
日
に
役
員
会
、
常
任
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
と
会
計
報

告
を
行
い
、
令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
の
年
に
あ
た

る
た
め
、
新
役
員
の
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
ば
二
月
四
日
（
木
）
南
部
中
学
校
図
書

室
に
て
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い
た
総
会
・
年
次
代
表

者
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
と
し
、
紙
上
で
の
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
三
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
任
期
は
令
和
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。 

豊川市立南部 

中学校同窓会 

令和３年 

3月３日発行 

同
窓
会
常
任
委
員
長 

山
本 

一
之 

  

◆
二
十
三
回
生
（昭
和
四
十
二
年
度
卒
）◆ 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
中
止
に
な
り
、
集
ま
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
秋
に
有
志
で
一
度
集
ま
り
ま
し
た
。
高
齢

者
の
仲
間
入
り
と
な
り
ま
す
。
互
い
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
話
し
ま

し
た
。 

◆
三
十
一
回
生
（昭
和
五
十
二
年
年
度
卒
）◆ 

五
年
ご
と
の
同
窓
会
を
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
次
年
度
の
二

〇
二
二
年
は
還
暦
の
年
に
も
な
り
、
節
目
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
落
ち
着
く
状
況
ま
で
は
実
施
が
で
き
な
い
と
の

見
通
し
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ま
で
の
間
、
住
所
確
認
等
の
み
を
行
う
か
、
リ
モ
ー
ト
で
の

参
加
を
試
み
る
か
、
全
く
活
動
な
し
に
単
純
に
延
期
す
る
か
と
い
う

選
択
肢
に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。 

次
回
の
二
〇
二
二
年
の
総
会
に
は
明
る
い
話
題
と
し
て
報
告
が
で

き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

◆
六
十
九
回
生
（平
成
二
十
七
年
度
卒
）◆ 

一
月
十
日
に
感
染
防
止
策
を
講
じ
た
上
で
、
無
事
成
人
式
が
挙
行

さ
れ
、
一
部
の
卒
業
生
は
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
恒
例
と
な
っ
て
い
た
成
人
式
直
後
の
学
年
で
の
同
窓
会
は
や

む
な
く
延
期
と
な
り
ま
し
た
。 

今
の
と
こ
ろ
お
盆
時
期
に
延
期
と
い
う
見
通
し
で
会
の
計
画
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

と
思
わ
れ
ま
す
。 

「
仲
間
と
の
再
会
」  

第
六
十
九
回
生
（
二
〇
一
六
年
卒
）
池
田 

昴 

令
和
三
年
一
月
十
日
、
私
た
ち
は
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
年
と
異
な
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
消
毒
、
検
温
が
必
須
、
ま
た
二
部
交
代

制
方
式
が
予
定
さ
れ
、
直
前
ま
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
特
に
問
題
も
起
こ
る
こ
と
な

く
無
事
に
成
人
式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

式
の
始
ま
る
三
十
分
前
に
も
な
る
と
続
々
と
新
成
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
体
育
館
前
の

広
場
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
か
と
い
っ
て
マ
ス
ク
を
外
す
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
皆

節
度
を
も
っ
て
盛
り
上
が
り
、
責
任
を
持
っ
た
新
た
な
る
社
会
の
一
員
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
数
年
ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
は
、
男
の
子
は
皆
た
く
ま
し
く
、
女
の
子
は
皆
綺
麗
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
会
話
を
し
て
み
る
と
性
格
や
中
身
は
昔
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ふ
と
南
部
中
学
校
で
過

ご
し
た
楽
し
い
日
々
を
思
い
出
し
た
り
も
し
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
今
年
は
新
成
人
以
外
の
方
の
入
場
は
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
保
っ
た
上
で
新
成
人
だ
け
に
よ
る
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
長
さ
ん
が
お
話
さ
れ
る
と
き

は
真
剣
に
話
を
聞
き
、
後
の
抽
選
会
で
は
楽
し
く
盛
り
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

成
人
式
が
終
わ
っ
た
後
は
本
来
で
あ
れ
ば
同
窓
会
を
プ
リ
オ
の
会
場
で
行
う
予
定
で
お
り
、
会
場
も

成
人
式
の
一
年
前
か
ら
予
約
し
て
は
い
ま
し
た
が
、
飲
食
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
助
長
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
や
は
り
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、
幹
事
た
ち
に
よ
る
度
重
な
る
話
し

合
い
の
も
と
延
期
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
同
窓
会
の
延
期
を
悲
し
ん
で
は
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
皆
受
け
入
れ
て
く
れ
、
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
の
で
、
苦
渋
の
決
断
な
が
ら
も
同
窓

会
の
延
期
を
決
定
し
た
者
の
身
と
し
て
は
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
次
第
、
最
高
の

同
窓
会
を
開
く
た
め
に
も
今
か
ら
で
も
南
中
生
た
ち
で
協
力
し
あ
い
、
動
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 私

た
ち
は
す
で
に
大
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
は
い
ま
す
が
、
子
供
の
頃
の
探
求
心
、
好
奇

心
、
そ
し
て
同
じ
学
び
舎
の
友
人
た
ち
と
過
ご
し
た
大
切
な
日
々
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
社
会
に
出
て
も

成
長
を
遂
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

    

同窓会から空気清浄

機１台を学校に寄贈し

ました。 



 

 

当初８月に予定していた信州高遠青

少年自然の家が新型コロナウイルスの

影響で宿泊できなくなり、場所を県内

の「旭高原少年自然の家」に変更し、

10月に行いました。１泊の日程でした

が、生徒たちは高原の秋を満喫し、楽

しい時間を過ごしました。 

 

 

令和２年度 部活動報告 

  

 

 

 

 

ここ数年豊川市文化会館で全校が一同に介して行われていた合唱コンクールです

が、今年は南中祭の一部として開催することとなりました。学年ごとの発表となり、

南部中体育館で行われました。密を避け、制約の多い練習のなかで、当日は例年と

変わらない素晴らしい歌声を披露しました。 

保護者の皆様には観覧をご遠慮いただいたため、DVDを作成・販売し、ご覧いただ

くことになりました。 

 

 

） 

 

例年９月に開催をしている南中祭（文化祭、体育祭）ですが、こちらも大きな変
更がありました。 
体育祭は平日に変更し、学年ごとの開催となりました。伝統のマスゲームも学年

ごとに行われました。 
３年生はフラッグを使った演技を披露し、参観していただいた保護者の皆さんか

ら大きな拍手をいただきました。 
各学年のマスゲームの様子はビデオ撮影し、11月に行われた授業参観の折に図書

室で上映しました。写真は、校訓を形作った３年生のフィナーレです。 
 

 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、全国大会につながる中
小体連主催の夏の市内大会、東三大会、県大会が中止となりました。また、吹奏楽部が
毎年参加している夏のコンクールについても中止となりました。その後は各協会団体が
独自に開催している大会に参加をしています。その結果をご報告いたします。 

東海大会 

＜弓道部＞ 第15回東海地区中学生弓道大会男子団体の部優勝 
 12月20日に、名古屋の日本ガイシスポーツ弓道場で開催された第15回東海地区中学生弓道大会男子

団体の部において、みごと優勝を果たしました。 

 県大会はコロナの影響で市ごとのリモート大会で行われ、２位で東海大会出場権を獲得しました。８チ

ームのトーナメントを勝ち進み、東海大会優勝の栄誉を勝ち取りました。 

 団体メンバー 伊東煌真  夏目獅瞳  糟谷勇斗  小泉亘槻 

県大会 

＜サッカー部＞  AIFA U-15地区リーグサッカー大会優勝 
 U-14（14歳以下）の東三大会で優勝し、県大会の出場権を得ていたのですが、大会が中止となり、夏

の総体も中止になったなかで、愛知県サッカー協会が例年のＵ－１５の県大会を開くことを決定しまし

た。南部中学校は東三河地区の代表として選ばれ、８月の大会に臨みました。東三河全中学校のサッカー

部の部員が７月に引退をしている中で、多くの人の思いを受けての大会の参加となりました。その結果、

みごと優勝を果たしました。 

 

１回戦 豊川南部 ２－０ 日進西中 準決勝 豊川南部 １－０ 私立名古屋中 

決勝  豊川南部 １－１（ＰＫ３－２） 本城中学校        

＜陸上部＞ 

第２回愛知県中学生新人陸上競技大会 男子走り幅跳び 第４位 与那城秀叶 

東三大会 

＜陸上部＞ 

第６４回東三河中学校新人陸上競技大会 男子走り幅跳び 第１位 与那城秀叶 

第６４回東三河中学校新人陸上競技大会 男子走り幅跳び 第３位 井上和真  

＜美術部＞ 

夢デザイン・コンテスト ファッション部門 佳作 鈴木愛理 

夢デザイン・コンテスト キャラクター部門 佳作 清水彩名 

豊橋総合動植物公園 秋の写生大会 豊橋市教育委員会賞 内藤海月 

＜吹奏楽部＞ 

令和２年度愛知県アンサンブルコンテスト東三河地区大会 

 金管八重奏銀賞・クラリネット七重奏銅賞・サクソフォン三重奏銀賞 

 

 

例年全校生徒が体育館に集って開催

をしている教育講演会ですが、全校で集

まる集会の開催を控え、今年度は１年生

を対象に開催しました。 

講師に三重大学大学院工学研究科准

教授の川口淳先生をお招きし、災害に備

える心構えや具体的な準備を教えてい

ただきました。 

 

 

令和２年度 南中短信 

  

 

 

 

 

新型コロナウイルスの影響を受け、今

年度の修学旅行は山梨・静岡方面に行き

先を変更し、11月９日から11日の日程

で実施しました。自然体験活動で洞窟探

検をし、遊園地やサファリパークで楽し

みました。笑顔溢れる３日間となり、ク

ラスの絆が深まりました。 

 

 

                                            

      

  

 

昭和22年（1947年）から翌年まで本
校に国語教師としてお勤めだった大森
運夫画伯（1917--2016）の絵画３点が平
成30年にご遺族から桜ヶ丘ミュージア
ムを通して本校に３点寄贈されました。
令和２年５月に、展示が完了し、２棟１
階の美術室前の廊下と、１棟２階の図書
室前廊下で作品が鑑賞できます。どの作
品も画伯晩年の大作で、衰えなかった作
家の意欲が伺えます。学校にお越しの際
は、ぜひご覧ください。 

 
 
第４２回「全日本中学生水の作文コンクール」最優秀賞・農林水産大臣賞 河邉心那 
第４２回「全日本中学生水の作文コンクール」入選 大井祐架 
第５１回公募展 書道の部  川合夏流 
第７２回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール 書道の部 佳作   

 福谷美波  小澤美遥 
豊川市少年補導委員会 善行少年表彰 伊藤海玲 
豊川市社明運動推進委員会 善行生徒表彰 佐々木望翔 
豊川ライオンズクラブ第４６回善行児童・生徒表彰 石黒天悠 

 

文化部門での活躍 

 

南部中学校理科部の先生が、２０１

９年度ソニー子ども科学教育プログラ

ムの実践論文に応募し、全国の最優秀

校に選ばれました。 

令和２年１１月２日に全国から参観
者をお招きして子ども科学教育全国大
会を開催する予定でしたが、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止の観点から、
大会は中止となりました。研究の概要
はソニー教育財団のホームページに掲
載される予定です。 

 令和２年度は入学式の翌日から再び休校となり、５月18日から分散登校、25日か
ら半日の登校、６月１日から通常時間割がスタートしました。 


